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※写真撮影のためマスクをはずしております

村
民
の
皆
様
に
は
希
望
に
満
ち
た
新
春
を
お
健

や
か
に
お
迎
え
の
こ
と
と
心
か
ら
お
喜
び
申
し
上

げ
ま
す
。

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
は
三
年
経
っ
て
も
未

だ
に
収
束
の
兆
し
は
見
え
ず
に
お
り
ま
す
が
、
日

頃
よ
り
村
政
の
発
展
と
議
会
運
営
に
対
し
て
ご
協

力
を
い
た
だ
き
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

議
会
に
お
い
て
は
、
今
任
期
の
初
め
に
宣
言
し

て
お
り
ま
し
た
、
村
の
施
策
・
事
業
に
つ
い
て
の

提
言
を
、
昨
年
十
二
月
に
村
長
に
提
出
い
た
し
ま

し
た
。
村
の
課
題
解
決
に
向
け
て
今
後
も
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。

本
年
四
月
に
議
員
の
任
期
は
満
了
と
な
り
ま
す
。

四
年
間
一
緒
に
歩
ん
で
い
た
だ
い
た
村
民
の
皆
様

方
に
、
厚
く
御
礼
を
申
し
上
げ
る
と
と
も
に
、
皆

様
に
と
っ
て
実
り
多
い
一
年
と
な
り
ま
す
こ
と
を

ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。

大
衡
村
議
会
議
長
　

細
　
川
　
運
　
一

謹
ん
で
新
年
の
ご
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す
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や
る
気
！
元
気
！
根
気
よ
く
活

動
し
て
い
き
ま
す
。

①

　小
川
　克
也

卯
年
は
ど
ん
な
年
？

新
た
な
挑
戦
と
前
進
の
実
り
あ

る
年
で
あ
り
ま
す
よ
う
に
。

②

佐
野
　英
俊

信
無
く
ば
立
た
ず

皆
さ
ん
の
思
い
を

村
づ
く
り
に

③

石
川
　
　敏

今
年
は
卯
年
・
歳
女
！

飛
躍
と
向
上
目
指
し
全
力
投
球

し
て
ま
い
り
ま
す
。

④

小
川
ひ
ろ
み

笑
顔
と
感
謝
を
忘
れ
ず
に
！

私
が
常
に
心
が
け
て
い
る
こ
と

で
す
。

⑤

赤
間
し
づ
江

頑
張
っ
て
る
方
々
が
輝
け
る
、

魅
力
あ
ふ
れ
る
街
づ
く
り
の
為

研
鑽
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

⑥

佐
々
木
春
樹

原
木
し
い
た
け
栽
培
を
通
し
て

小
学
生
の
児
童
と
の
交
流
を
大

事
に
し
て
い
き
た
い
。

⑦

文
屋
　裕
男

初
心
を
忘
れ
ず
、
住
民
の
声
を

村
政
に
届
け
る
よ
う
、
努
力
し

て
参
り
ま
す
。

⑧

髙
橋
　浩
之

議
会
と
は
な
に
か
、
議
員
の
職
務

と
は
な
に
か
、
十
分
理
解
を
得
る

よ
う
に
努
力
し
て
い
き
ま
す
。

⑨

遠
藤
　昌
一

新
年
を
迎
え
、
村
の
将
来
と
村

民
の
幸
せ
を
考
え
る
若
人
に
期

待
し
て
い
ま
す
。

⑩

佐
々
木
金
彌

皆
さ
ん
の
安
心
な
暮
ら
し
を
守

る
た
め
、
住
民
参
加
の
ま
ち
づ

く
り
を
。

⑪
　副
議
長
　佐
藤
　
　貢

気
兼
ね
な
く
、
ふ
れ
あ
い
・
語

り
合
う
こ
と
の
尊
さ
が
実
感
で

き
る
一
年
に
。

⑫

　議
長
　細
川
　運
一

新年のメッセージ
今 年 の 抱 負
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今年初出動の除雪作業

問
　
各
公
共
施
設
の
電
気
料
増
額

の
総
額
は
い
く
ら
か
。
節
約
対
策

は
。

答
　
庁
舎
や
学
校
等
も
含
め
て
約

２
０
０
０
万
円
位
に
な
る
。
小
中

学
校
は
国
か
ら
の
補
助
金
も
増
額

に
な
る
見
込
み
。

　
各
施
設
の
照
明
や
ス
イ
ッ
チ
は

こ
ま
め
に
消
灯
し
、
節
電
に
努
め

る
。

問
　
給
食
セ
ン
タ
ー
整
備
費
が
減

額
に
な
る
理
由
と
、
工
事
の
進
捗

状
況
は
。

答
　
建
築
工
事
や
厨
房
設
備
等
の

入
札
結
果
に
よ
り
残
額
が
生
じ
た

こ
と
と
、
外
構
工
事
分
を
令
和
５

年
度
に
変
更
し
た
た
め
。

　
本
年
度
工
事
分
は
計
画
ど
お
り

進
ん
で
い
る
。

問
　
今
後
各
公
共
施
設
の
改
修
等

に
か
か
る
予
算
の
見
通
し
と
、
関

係
す
る
基
金
の
残
高
総
額
は
。

答
　
給
食
セ
ン
タ
ー
整
備
基
金
は

残
高
３
億
５
０
０
万
円
、
公
共
施

設
整
備
基
金
は
３
億
４
７
０
０
万

円
で
あ
る
。
今
後
も
計
画
的
に
積

み
立
て
て
い
き
た
い
。

問
　
除
雪
作
業
が
ま
だ
始
ま
ら
な

い
の
に
、
委
託
料
を
増
額
す
る
理

由
は
。

答
　
当
初
予
算
は
５
８
０
万
円
で

あ
る
が
、
毎
年
臨
時
会
で
増
額
補

正
を
し
て
い
る
状
況
で
あ
る
。

　
今
後
の
除
雪
作
業
委
託
を
見
越

し
て
２
０
０
０
万
円
増
額
す
る
も

の
。

５千万円基金積立て給食センター整備に１億
12月定例会

　
令
和
４
年
第
４
回
定
例
会
は
、
12
月
１
日
か
ら
５
日
ま
で
の

５
日
間
に
わ
た
り
開
か
れ
た
。

　
村
長
提
出
案
件
は
、
条
例
制
定
１
件
、
条
例
改
正
５
件
、
令

和
４
年
度
補
正
予
算
12
件
の
議
案
が
提
出
さ
れ
、
す
べ
て
原
案

ど
お
り
可
決
さ
れ
た
。

　
一
般
質
問
は
７
名
の
議
員
が
質
問
し
、
９
Ｐ
か
ら
15
Ｐ
に
掲

載
し
て
い
ま
す
。

一般会計予算
２億7,808万円

増額

主

な

質

疑

公
共
施
設
電
気
料

給
食
セ
ン
タ
ー
整
備
費

公
共
施
設
整
備
基
金

村
道
除
雪
費

答 問答 問

答 問答 問
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問
　
基
金
積
み
立
て
を
４
０

０
０
万
円
増
額
す
る
が
、奨
励

金
の
交
付
事
由
が
あ
る
の
か
。

答
　
現
在
造
成
中
の
工
業
団

地
へ
の
立
地
企
業
に
対
す
る

奨
励
金
に
備
え
る
た
め
、
今

後
計
画
的
に
基
金
に
積
み
立

て
て
い
く
。

問
　
五
反
田
・
亀
岡
と
河

原
・
座
府
地
区
の
整
備
計
画

の
詳
細
は
。

答
　
五
反
田
・
亀
岡
地
区
は

計
画
区
域
を
拡
大
す
る
も
の

で
、
河
原
・
座
府
地
区
は
新

た
に
基
本
構
想
を
検
討
す
る

委
託
料
で
あ
る
。

2025年完成目指し造成工事始まる

５千万円基金積立て給食センター整備に１億令和４年度

補正予算

補　正　額補　正　前会　計　別 予　算　額

特
別
会
計

水
道

2億7,808万円

6,675万円

57万円

11万円

66万円

570万円

81万円

129万円

47億5,075万円

4億8,332万円

3億3,606万円

6億9,638万円

4,566万円

5,838万円

2億3,620万円

3億3,479万円

50億2,883万円

5億5,007万円

3億3,663万円

6億9,649万円

4,632万円

6,408万円

2億3,701万円

3億3,608万円

◎各種会計補正額

全会一致で可決

主

な

質

疑

企
業
立
地
奨
励
金

地
区
整
備
計
画

◎歳出
　防衛施設調整交付金基金積立･･ 1億5,541万円
　公共施設整備基金積立 ･･････････ 4,700万円
　企業立地促進基金積立 ･･････････ 4,000万円
　村道除雪委託料 ････････････････ 2,365万円
　黒川地域行政事務組合消防負担金 1,034万円
　学校給食センター整備費 ･･････ △6,557万円

◎歳入
　村税 ･･･････････････････････ 1億1,230万円
　地方交付税 ･････････････････ 1億7,399万円
　防衛施設調整交付金 ･････････ 1億5,541万円
　基金繰入金 ･･････････････････ △5,971万円
　村債 ･････････････････････ △1億1,910万円

補正の主なもの

国 民 健 康 保 険

下 水 道

介 護 保 険

戸別合併処理浄化槽

後 期 高 齢

収益的収入及び支出

資 本 的 収 入

一 般 会 計

答 問

答 問
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問
　
定
年
65
歳
の
適
用

時
期
は
。

 

答
　
現
行
の
60
歳
の
定

年
年
齢
が
令
和
５
年
度

か
ら
65
歳
に
引
き
上
げ

ら
れ
る
。

　
経
過
措
置
で
２
年
に

１
歳
ず
つ
引
き
上
げ
、

令
和
13
年
４
月
に
65
歳

に
な
る
。

 

問
　
経
過
措
置
の
対
象

と
な
る
職
員
は
。

 

答
　
61
歳
定
年
に
２
名
、

63
歳
と
64
歳
に
各
１
名
、

65
歳
に
２
名
定
年
延
長

に
な
る
。

問
　
給
与
改
定
の
骨
子

は
。

 

答
　
民
間
給
与
と
の
較

差
０
・
23
％
を
埋
め
る

た
め
、
初
任
給
及
び
若

年
層
の
給
料
月
額
を
引

き
上
げ
と
、
民
間
ボ
ー

ナ
ス
支
給
状
況
を
踏
ま

え
、勤
勉
手
当
０
・１
月

分
を
引
き
上
げ
る
。

 

問
　
議
会
議
員
や
常
勤

特
別
職
の
改
定
は
。

 

答
　
指
定
職
に
関
す
る

勧
告
に
よ
り
、
職
員
と

同
様
に
期
末
手
当
を

０
・
05
月
分
引
き
上
げ

る
。

問
　
最
下
位
の
給
料
月

額
15
万
１
０
０
円
は
最

低
賃
金
が
確
保
さ
れ
て

い
る
の
か
。
他
市
町
の

金
額
と
の
差
は
。

 

答
　
最
低
賃
金
は
確
保

さ
れ
、
給
料
表
は
統
一

さ
れ
同
額
で
あ
る
。

主

な

質

疑

定
年
65
歳
に
延
長

給
与
改
定

条例
改正

大衡村職員の定年等に関する条例
地方公務員法の一部改正に関する法律の施行に伴い、定年を65歳とする
（定年年齢の段階的引き上げの経過措置あり）
議会議員の議員報酬、費用弁償及び期末手当に関する条例
期末手当支給率の改正（５/100増）令和５年度以降支給期末手当165.0/100
特別職の職員で常勤のものの給与及び旅費に関する条例
期末手当支給率の改正（５/100増）令和５年度以降支給期末手当165.0/100
職員の給与に関する条例
人事院勧告により３年ぶりに月例給、勤勉手当ともに引き上げる
勤勉手当支給率の改正（10/100増）令和５年度以降支給期末手当100.0/100
大衡村会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関する条例
給料表の改正

職員の再任用に関する条例　
施行日：令和５年４月１日

改正される条例

廃止される条例

改正される条例と変更内容

法律の一部改正による条例の整備法律の一部改正による条例の整備
地方公務員法の一部を改正する法律の施行に伴い、引用条項と文言等を整備する

大衡村人事行政の運営等の状況の公表に関する条例
職員の懲戒の手続き及び効果に関する条例
職員の勤務時間、休暇等に関する条例
職員の育児休業等に関する条例
大衡村公益的法人等への職員の派遣等に関する条例
議会議員の議員報酬、費用弁償及び期末手当に関する条例
特別職の職員で常勤のものの給与及び旅費に関する条例
職員の給与に関する条例

職員の分限に関する手続き及び効果に関する条例
大衡村企業職員の給与の種類及び基準に関する条例
大衡村職員等の旅費支給に関する条例

答 問

答

問

答 問答 問

答 問

12月定例会
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議案第54号　大衡村職員の定年等に関する条例の一部改正

議案第58号　職員の給与に関する条例の一部改正

議案第60号　令和４年度大衡村一般会計予算の補正

議案第66号　令和４年度大衡村水道事業会計予算の補正

議案第71号　令和４年度大衡村水道事業会計予算の補正

議案第67号　令和４年度大衡村一般会計予算の補正

議案第55号　地方公務員法の一部を改正する法律の施行に
伴う関係条例の整備に関する条例の制定　

議案第56号　議会議員の議員報酬、費用弁償及び期末手当
に関する条例の一部改正

議案第57号　特別職の職員で常勤のものの給与及び旅費に
関する条例の一部改正

議案第59号　大衡村会計年度任用職員の給与及び費用弁償
に関する条例の一部改正

議案第61号　令和４年度大衡村国民健康保険事業勘定特別
会計予算の補正

議案第62号　令和４年度大衡村下水道事業特別会計予算の
補正

議案第63号　令和４年度大衡村介護保険事業勘定特別会計
予算の補正

議案第68号　令和４年度大衡村国民健康保険事業勘定特別
会計予算の補正

議案第69号　令和４年度大衡村介護保険事業勘定特別会計
予算の補正

議案第70号　令和４年度大衡村戸別合併処理浄化槽特別会
計予算の補正

議案第64号　令和４年度大衡村戸別合併処理浄化槽特別会
計予算の補正

議案第65号　令和４年度大衡村後期高齢者医療特別会計予
算の補正

令和４年12月定例会提出議案　18件令和４年12月定例会提出議案　18件

○賛成　×反対　議長（細川運一）は採決に加わらない。◇採決状況◇

議決結果

（賛成:反対）

議案第54号

議案第55号

議案第56号～第59号

議案第60号～第66号

議案第67号～第71号

可決（11:0）

可決（11:0）

可決（11:0）

可決（11:0）

可決（11:0）

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー

細
川

　運
一

佐
藤

　
　貢

佐
々
木
金
彌

遠
藤

　昌
一

髙
橋

　浩
之

文
屋

　裕
男

佐
々
木
春
樹

赤
間
し
づ
江

小
川
ひ
ろ
み

石
川

　
　敏

佐
野

　英
俊

小
川

　克
也

（７） おおひら議会だより 第195号（令和５年１月26日）



一般
質問

※会議録は大衡村議会ホームページで閲覧できます。

質問者一覧表

７名の議員が登壇
佐々木　春　樹
・萩原村政二期目の総括と村長選の出馬は

文　屋　裕　男
・文化財について問う

髙　橋　浩　之
・牛野ダムキャンプ場並びにクリエートパークデイキャン
　プ場整備について問う

小　川　克　也
・児童生徒の体力について問う

赤　間　しづ江
・コロナ禍における健診、がん検診実施の状況は

佐　野　英　俊
・利用者の多い公園等に遊具の増設を
・児童生徒の問題行動・不登校調査の報告内容は

石　川　　　敏
・学校教育の現状と課題、今後の取り組みは

　定例会ごとに、村長や教育長など
の執行機関に対し、事務の執行状況
や将来の方針などについて、所信や
疑問を資すこと、あるいは報告や説
明を求めることを言います。

お問合せ先：大衡村議会事務局
☎３４５－６０３０

gikai@village.ohira.miyagi.jp

一般質問とは

３月１日（水）
次の定例会は

からの予定です

次の定例会は

からの予定です

村政を問う 一般質問

おおひら議会だより （８）第195号（令和５年１月26日）



引退を表明した萩原村長

問

　こ
こ
数
年
は
コ
ロ
ナ
に
翻

弄
さ
れ
、
政
策
の
推
進
や
住
民

と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ュ
ケ
ー
シ
ョ
ン

が
取
り
づ
ら
く
様
々
な
こ
と
を

自
粛
せ
ざ
る
を
得
な
い
状
況
で

あ
る
。
そ
れ
で
も
粛
々
と
政
策

を
進
め
て
き
た
萩
原
村
長
は
、

村
政
二
期
目
を
ど
の
よ
う
に
総

括
し
て
い
る
の
か
。

村
長
　
常
に
住
民
目
線
に
立
ち
、

住
民
福
祉
の
向
上
に
向
け
て
努

力
し
て
き
た
。

　
２
年
間
中
止
し
て
き
た
、
万

葉
ま
つ
り
・
ふ
る
さ
と
ま
つ
り

も
今
年
度
は
制
限
は
あ
っ
た
も

の
の
開
催
で
き
、
住
民
の
皆
さ

ん
に
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
た
と

実
感
し
て
い
る
。

問

　公
約
で
達
成
で
き
な
か
っ

た
も
の
は
何
か
。

村
長
　
公
約
の
９
割
以
上
は
達

成
し
た
と
思
っ
て
い
る
。
町
制

施
行
も
公
約
と
し
た
が
、
県
唯

一
の
村
も
良
い
の
で
は
と
考
え

た
。
他
の
公
約
は
住
民
・
議

会
・
関
係
各
位
の
理
解
や
協
力

が
あ
っ
て
実
現
出
来
た
と
感
謝

し
て
い
る
。

問

　今
後
の
村
政
に
対
し
進
む

べ
き
道
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て

い
る
の
か
。

村
長
　
こ
れ
か
ら
も
「
大
衡
村

に
住
ん
で
良
か
っ
た
」、「
来
て

良
か
っ
た
」
と
思
わ
れ
る
ま
ち

づ
く
り
が
求
め
ら
れ
て
い
る
と

考
え
て
い
る
。

問

　次
期
村
長
選
挙
へ
の
出
馬

に
つ
い
て
は
、
新
聞
報
道
で
今

期
限
り
で
引
退
へ
、
正
式
に
は

今
定
例
会
で
表
明
す
る
と
の
こ

と
だ
が
ど
う
な
の
か
。

村
長
　
後
進
に
道
を
譲
る
考
え

で
あ
る
。

問

　ま
だ
続
け
ら
れ
る
の
で
は

な
い
か
、
次
期
も
や
っ
て
く
れ

と
の
声
も
あ
る
と
思
う
が
。

村
長
　
体
力
的
に
４
年
後
も
健

康
で
い
ら
れ
る
か
自
信
が
な
い
。

萩
原
達
雄
の
代
わ
り
は
私
し
か

い
な
い
が
、
村
長
を
担
う
方
は

大
勢
い
る
。

一般質問 村政を問う

佐々木　春樹 議員

公約は果たした、後進に道を譲る

萩原村政二期目の総括と
　　　　　　　村長選の出馬は

問

問問 村
長

村
長

村
長

村
長

問

問

村
長

（９） おおひら議会だより 第195号（令和５年１月26日）



子どもたちのにぎわい（衡下集会所前）

問
　
遊
具
設
置
の
公
園
や
運
動

広
場
の
利
用
状
況
の
把
握
は
。

｠

問
　
利
用
者
の
多
い
衡
下
の
広

場
に
、
遊
具
を
増
設
し
て
は
。

｠

村
長
　
利
用
実
態
を
確
認
し
、

遊
具
全
体
の
更
新
や
、
地
域
の

要
望
を
考
慮
し
検
討
し
た
い
。

問
　
文
部
科
学
省
調
査
に
報
告

し
た
、
問
題
行
動
等
の
実
態
は
。

｠

教
育
長
　
小
学
校
の
暴
力
行
為

９
件
、
い
じ
め
４
件
、※

不
登

校
５
名
と
、
中
学
校
の
い
じ
め

１
件
、
不
登
校
17
名
を
報
告
し
、

重
大
な
事
案
は
な
か
っ
た
。

問
　
遊
具
設
置
基
準
と
点
検
は
。

｠
村
長
　
地
区
の
要
望
は
、
区
長

と
も
相
談
し
設
置
し
て
い
る
。

　
点
検
は
専
門
業
者
に
委
託
し

毎
年
実
施
し
て
い
る
。

｠

問
　
使
用
禁
止
の
遊
具
が
２
か

所
あ
る
。
部
分
的
な
交
換
は
。

｠

　
　
　
　
　
　
　
「
針
ふ
れ
あ

い
広
場
」
と
「
松
原
運
動
広
場
」

の
複
合
遊
具
が
経
年
劣
化
や
、

点
検
基
準
の
改
正
で
安
全
面
か

ら
使
用
を
禁
止
し
て
い
る
。

　
遊
具
の
安
全
基
準
か
ら
部
分

的
交
換
は
難
し
い
。

問
　
教
育
委
員
会
、
学
校
の
取

り
組
み
は
。

｠

教
　
　
　
い
じ
め
・
暴
力
行

為
・
不
登
校
の
児
童
生
徒
の
状

況
や
環
境
は
異
な
る
た
め
、
保

護
者
も
含
め
、
事
案
に
合
わ
せ

た
支
援
を
、
外
部
専
門
家
の
協

力
も
得
て
対
応
し
て
い
る
。

問
　
先
生
方
へ
負
担
と
な
っ
て

い
る
こ
と
は
。

｠

教
育
長
　
小
・
中
学
校
に
お
け

る
問
題
行
動
等
は
先
生
方
が
対

応
し
て
い
る
が
、
学
校
生
活
支

援
委
員
を
配
置
し
、
先
生
方
の

負
担
を
軽
減
し
て
い
る
。

　
教
育
委
員
会
も
関
係
機
関
と

連
携
し
対
応
し
て
い
る
。

村
長
　
施
設
管
理
は
各
地
区
に

委
託
の
た
め
、
把
握
し
て
な
い
。

問
　
遊
具
の
下
、
着
地
面
の
状

況
で
利
用
状
況
を
判
断
し
て
は
。

｠

都
市
建
設
課
長
　
そ
の
よ
う
な

確
認
方
法
も
今
後
の
参
考
に
さ

せ
て
い
た
だ
き
た
い
。
と
き
わ

台
南
と
五
反
田
住
宅
の
公
園
や
、

衡
下
集
会
所
前
運
動
広
場
な
ど

の
利
用
が
多
い
と
見
て
い
る
。

佐野　英俊 議員

※

不
登
校

　
特
別
な
事
情
が
な
く
、
年
間
の

登
校
し
な
か
っ
た
日
数
が
30
日
以

上
と
な
っ
た
状
態
。

一般質問村政を問う

地域の要望を考慮し検討
利用の多い公園に遊具の増設を

遊
具
の
設
置
基
準
と
点
検

遊
具
の
利
用
状
況

遊
具
の
増
設

問

問

問問

問
題
行
動
等
の
実
態

取
り
組
み

村
長

村
長

都
市
建
設
課
長

都
市
建
設
課
長

教
育
長

教
育
長

教
育
長

村
長

問

問

問先
生
方
の
負
担

問

児
童
生
徒
の
問
題
行
動
・
不
登
校
は

重
大
な
こ
と
は
な
か
っ
た

おおひら議会だより （10）第195号（令和５年１月26日）



共に学び合う学校を（秋田県東成瀬中学校）

問
　
令
和
３
年
度
か
ら
開
設
し

て
い
る
村
公
営
の
「
大
衡
塾
」

の
委
託
状
況
と
授
業
内
容
は
。

｠

教
育
長
　
小
中
学
生
１
０
５
名

が
申
し
込
ん
で
い
る
。

　
塾
の
講
師
は
委
託
し
て
お
り
、

学
年
に
応
じ
た
授
業
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
で
ク
ラ
ス
編
成
し
、
基
礎

コ
ー
ス
、
応
用
コ
ー
ス
が
選
択

で
き
る
。

｠

問
　
公
営
塾
と
し
て
今
後
も
継

続
し
て
い
く
の
か
。

教
育
長
　
子
ど
も
た
ち
の
感
想

で
は
、
学
習
へ
の
意
欲
が
高
ま

っ
た
と
の
意
見
が
多
く
、
今
後

も
継
続
し
て
い
き
た
い
。

問
　
小
中
児
童
生
徒
全
員
に
タ

ブ
レ
ッ
ト
を
導
入
し
て
い
る
が
、

ど
う
活
用
し
て
い
る
の
か
。

｠

教
育
長
　
授
業
で
は
調
べ
学
習
、

話
し
合
い
、
活
動
の
記
録
な
ど

に
活
用
し
て
い
る
。
休
校
時
に

は
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
も
行
っ
た
。

　
タ
ブ
レ
ッ
ト
は
持
ち
帰
り
、

家
庭
学
習
に
も
役
立
っ
て
い
る
。

問
　
小
中
学
校
の
長
期
欠
席
者

数
が
全
児
童
生
徒
に
占
め
る
割

合
が
高
い
。

　
子
ど
も
の
心
の
ケ
ア
ハ
ウ
ス

と
し
て
「
き
き
ょ
う
ル
ー
ム
」

を
開
設
し
て
い
る
が
、
具
体
的

な
支
援
策
は
。

｠
教
育
長
　
今
年
度
は
４
名
の
児

童
生
徒
が
通
所
し
て
い
る
。
う

ち
１
名
は
学
校
に
復
帰
し
、
他

の
子
ど
も
も
一
部
登
校
で
き
る

よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

　
子
ど
も
の
実
態
に
応
じ
た
支

援
を
今
後
も
継
続
し
て
い
く
。

問
　
委
員
会
で
視
察
し
た
秋
田

県
東
成
瀬
中
学
校
は
、
少
人
数

生
徒
で
「
生
徒
同
士
に
よ
る
共

に
学
び
合
い
」
授
業
を
展
開
し
、

成
果
を
校
内
発
表
し
て
い
る
。

本
村
で
も
参
考
に
な
る
の
で
は

な
い
か
。

｠

教
育
長
　
本
村
の
学
校
に
合
っ

た
学
び
合
い
授
業
は
、
今
後
取

り
組
ん
で
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
考
え
て
い
る
。

問
　
将
来
の
村
を
担
う
「
子
ど

も
た
ち
の
教
育
・
人
づ
く
り
」

を
村
政
の
柱
と
し
て
進
め
て
い

く
べ
き
で
は
な
い
か
。

村
長
　
村
民
一
人
ひ
と
り
が
安

心
し
て
暮
ら
せ
る
た
め
、
子
ど

も
た
ち
の
資
質
を
高
め
る
教
育

を
進
め
て
い
く
。

教
育
長
　
地
域
の
教
育
力
の
充

実
を
図
り
、
子
ど
も
た
ち
が
幸

せ
な
大
人
に
な
れ
る
教
育
を
目

指
す
。

一般質問 村政を問う

幸せな大人になれる教育を目指す
学校教育の取り組みは

大
衡
塾

問問

Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育

問不
登
校
対
策

問

特
色
あ
る
学
校
運
営

問

教
育
長

教
育
長

教
育
長

村
長

教
育
長

教
育
行
政
方
針

問

教
育
長

教
育
長

石川　　敏 議員

（11） おおひら議会だより 第195号（令和５年１月26日）



大森地区のカヤの木 伝承されている大瓜神楽

問
　
伝
承
活
動
を
通
し
て
、
後

世
に
残
し
た
い
も
の
は
あ
る
か
。

｠

教
育
長
　
無
形
民
俗
芸
能
の
大

瓜
神
楽
が
あ
る
。

問
　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
調
べ

て
み
る
と
、
大
森
の
法
幢
寺
裏

の
カ
ヤ
の
木
が
紹
介
さ
れ
て
い

る
。
樹
齢
７
０
０
年
と
推
定
さ

れ
る
カ
ヤ
は
、
村
教
育
委
員
会

と
文
化
財
保
護
審
議
会
が
案
内

板
を
設
置
し
て
い
る
。

　
大
衡
村
に
天
然
記
念
物
は
あ

る
か
。

｠

教
育
長
　
大
衡
村
に
天
然
記
念

物
は
な
い
。
法
幢
寺
の
カ
ヤ
は
、

歴
史
的
な
木
と
推
測
で
き
る
が
、

確
認
し
な
が
ら
進
め
て
い
く
。

問
　
大
衡
村
の
文
化
財
を
知
っ

て
も
ら
う
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、

ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
は
ど
う
か
。

｠

問
　
村
指
定
の
文
化
財
は
何
件

あ
る
か
。

｠

教
育
長
　
有
形
文
化
財
の
建
造

物
で
、
須
岐
神
社
、
民
俗
文
化

財
の
無
形
民
俗
芸
能
で
大
瓜
神

楽
、
史
跡
名
勝
の
大
衡
城
址
の

３
件
で
あ
る
。

｠

問
　
文
化
財
の
保
存
方
法
は
ど

の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

｠

教
育
長
　
原
則
と
し
て
所
有
者

が
管
理
す
る
こ
と
と
な
っ
て
い

る
が
、
多
額
の
経
費
が
か
か
る

場
合
、
補
助
金
を
交
付
す
る
。

問
　
後
継
者
育
成
は
少
子
化
の

中
で
地
元
の
子
ど
も
た
ち
だ
け

で
な
く
、
大
衡
全
体
で
考
え
て

は
ど
う
か
。

｠

教
育
長
　
後
継
者
の
育
成
は
、

大
瓜
地
区
の
保
存
会
が
主
体
と

な
り
、
伝
承
活
動
を
行
っ
て
い

る
が
、
広
い
地
域
で
人
数
を
確

保
す
る
な
ど
模
索
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

教
育
長
　
文
化
財
を
知
っ
て
も

ら
う
た
め
に
ど
の
様
な
形
で
で

き
る
か
考
え
て
い
く
。

ほ
う
ど
う
　

じ

文屋　裕男 議員

一般質問村政を問う

村指定文化財は３件である
文化財の現状は

指
定
文
化
財

民
俗
芸
能

天
然
記
念
物

問問問

問

イ
ベ
ン
ト

教
育
長

教
育
長

教
育
長

教
育
長

教
育
長

教
育
長

問

問
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クリエートパークキャンプ場予定地

問
　
ダ
ム
入
り
口
に
受
付
所
を

設
置
し
、
管
理
人
を
配
置
す
る

計
画
だ
が
、
管
理
方
法
と
経
費

は
い
く
ら
か
か
る
の
か
。

村
長
　
利
用
料
徴
収
等
の
受
付

業
務
を
外
部
に
委
託
す
る
予
定

で
、
新
た
な
雇
用
の
場
も
つ
く

り
た
い
。

　都
市
建
設
課
長
　
施
設
整
備
計

画
費
と
し
て
２
５
０
万
円
、
年

間
維
持
管
理
費
と
し
て
６
０
０

万
円
を
見
込
ん
で
い
る
。

問
　
フ
リ
ー
ス
ペ
ー
ス
の
デ
イ

キ
ャ
ン
プ
場
を
新
た
に
整
備
す

る
計
画
だ
が
、
牛
野
ダ
ム
と
の

利
用
区
分
が
明
確
で
な
い
。

　
ト
イ
レ
や
駐
車
場
も
な
く
不

便
で
あ
り
、
キ
ャ
ン
ピ
ン
グ
カ

ー
利
用
に
対
応
で
き
る
の
か
。

村
長
　
牛
野
ダ
ム
は
ソ
ロ
キ
ャ

ン
プ
利
用
、
ク
リ
エ
ー
ト
パ
ー

ク
は
グ
ル
ー
プ
利
用
を
考
え
て

い
る
。

　都
市
建
設
課
長
　
ト
イ
レ
は
、

利
用
状
況
を
み
て
整
備
を
検
討

し
た
い
。
キ
ャ
ン
プ
場
に
は
車

の
乗
り
入
れ
は
想
定
し
て
い
な

い
。

問
　
両
キ
ャ
ン
プ
場
の
整
備
計

画
案
を
策
定
す
る
に
あ
た
り
、

他
市
町
施
設
の
事
例
を
調
査
研

究
し
た
の
か
。

村
長
　
県
内
２
か
所
の
キ
ャ
ン

プ
場
を
担
当
職
員
が
視
察
し
、

管
理
方
法
や
利
用
状
況
等
を
調

査
し
た
。

問
　
今
回
の
よ
う
に
、
新
た
な

事
業
を
企
画
す
る
時
に
は
、
多

く
の
職
員
が
各
地
の
状
況
を
視

察
し
て
、
現
地
の
生
の
声
を
聴

く
努
力
を
、
す
る
べ
き
で
は
な

い
か
。

村
長
　
職
員
が
、
本
気
に
な
っ

て
先
進
地
に
勉
強
視
察
に
行
く
。

そ
の
よ
う
な
意
欲
を
持
つ
こ
と

は
、
本
村
に
と
っ
て
も
非
常
に

大
事
で
あ
り
、
積
極
的
に
研
修

を
さ
せ
る
、
そ
う
い
っ
た
機
会

が
増
え
て
く
れ
る
こ
と
を
望
む
。

総
務
課
長
　
常
任
委
員
会
等
に

随
行
す
る
研
修
以
外
に
、
新
し

い
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
た
め
の
自

発
的
研
修
に
対
し
て
、
必
要
に

応
じ
て
旅
費
の
執
行
を
し
て
い

く
。

一般質問 村政を問う

利用者に楽しんでいただける施設に
キャンプ場の整備を問う

牛
野
ダ
ム
キ
ャ
ン
プ
場

問村
長ク

リ
エ
ー
ト
パ
ー
ク

問

村
長整

備
計
画
の
策
定

問村
長

問

村
長

総
務
課
長

都
市
建
設
課
長

都
市
建
設
課
長

髙橋　浩之 議員
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５・６年生を対象に行われたスポーツ教室

問
　
生
活
習
慣
の
乱
れ
が
体
力

低
下
の
原
因
の
ひ
と
つ
で
も
あ

る
。
あ
た
り
前
の
こ
と
を
あ
た

り
前
に
で
き
る
子
ど
も
た
ち
を

育
成
す
る
こ
と
が
必
要
で
は
な

い
か
。

答
　
　
　
「
お
お
ひ
ら
っ
子
７

か
条
」
を
毎
戸
配
布
し
、
子
ど

も
た
ち
の
健
全
育
成
の
た
め
に

取
り
組
ん
で
い
る
。

｠

問
　「
お
お
ひ
ら
っ
子
７
か
条
」

の
認
知
度
が
低
い
と
感
じ
る
。

周
知
徹
底
を
図
る
べ
き
で
は
。

｠

答
　
　
　
配
布
だ
け
で
な
く
、

住
民
が
集
ま
る
席
で
説
明
す
る

機
会
を
増
や
し
て
い
き
た
い
。

問
　
生
活
様
式
の
変
化
な
ど
に

よ
り
、
子
ど
も
た
ち
の
運
動
す

る
機
会
が
減
っ
て
い
る
。
大
衡

ス
ポ
ー
ツ
塾
を
開
設
し
、
体
を

動
か
す
楽
し
さ
を
教
え
て
み
て

は
ど
う
か
。

｠

答
　
　
　
小
学
生
高
学
年
を
対

象
に
、
体
育
の
授
業
の
中
で
ス

ポ
ー
ツ
教
室
を
行
っ
て
い
る
。

今
後
も
継
続
し
て
い
く
。

問
　
体
力
は
気
力
や
意
欲
と
い

っ
た
精
神
面
に
も
大
き
く
関
わ

っ
て
お
り
、
生
き
る
力
の
重
要

な
要
素
で
あ
る
。

　
子
ど
も
た
ち
の
体
力
の
現
状

と
課
題
の
取
り
組
み
は
。

｠

教
育
長
　
令
和
３
年
度
に
実
施

し
た
体
力
テ
ス
ト
で
、
小
学
校

で
は
全
体
的
に
シ
ャ
ト
ル
ラ
ン
、

反
復
横
跳
び
、
立

幅
跳
び
の
３
種
で

全
国
平
均
を
下
回

っ
て
い
る
。

　
課
題
に
つ
い
て

の
取
り
組
み
は
、

体
育
の
授
業
に
補

強
運
動
を
入
れ
、

外
遊
び
の
積
極
的

な
呼
び
か
け
や
、

縄
跳
び
運
動
も
継

続
し
て
い
る
。

問
　
ス
ポ
ー
ツ
教
室
は
年
１
回

の
み
で
あ
る
。
体
力
向
上
の
重

要
性
を
、
学
力
の
状
況
と
比
べ

軽
視
す
る
傾
向
が
あ
る
。

　
来
年
度
の
体
力
向
上
対
策
費

を
増
額
す
べ
き
で
は
。

｠

答
　
　
　
運
動
を
す
る
き
っ
か

け
づ
く
り
を
増
や
し
、
学
校
の

中
で
効
率
よ
く
で
き
る
よ
う
に

検
討
し
て
い
く
。

小川　克也 議員

一般質問村政を問う

運動するきっかけづくりを増やしていく
子どもたちの体力向上対策は

体
力
の
現
状
と
課
題

生
活
習
慣

問

問 問

大
衡
ス
ポ
ー
ツ
塾
の
開
設

教
育
長

教
育
長

教
育
長

教
育
長

教
育
長

問

問

おおひら議会だより （14）第195号（令和５年１月26日）



感染対策も万全に（総合健診会場）

問
　
日
本
対
が
ん
協
会
は
、
２

０
２
１
年
の
検
診
受
診
率
が
コ

ロ
ナ
感
染
症
発
生
前
２
０
１
９

年
よ
り
10
・
３
パ
ー
セ
ン
ト
も

下
回
っ
て
い
る
と
発
表
し
た
。

本
村
の
健
診
等
受
診
状
況
と
コ

ロ
ナ
前
と
の
比
較
は
。

｠

村
長
　
大
腸
が
ん
、
乳
が
ん
、

子
宮
頸
が
ん
検
診
は
、
コ
ロ
ナ

禍
前
よ
り
受
診
率
が
向
上
し
て

い
る
。

　
総
合
健
診
と
が
ん
検
診
受
診

の
状
況
は
下
表
の
と
お
り
。

問
　
健
診
を
実
施
す
る
に
あ
た

り
コ
ロ
ナ
感
染
防
止
の
た
め
に

と
っ
た
対
策
は
。

村
長
　
総
合
健
診
の
日
程
は
、

平
日
３
日
間
か
ら
４
日
間
に
変

更
、
が
ん
検
診
は
、
各
行
政
区

割
当
の
時
間
を
細
分
化
し
、
過

密
に
な
ら
な
い
よ
う
配
慮
し
た
。

　
会
場
で
は
待
合
時
の
間
隔
を

保
ち
、
検
温
、
手
指
消
毒
、
マ

ス
ク
着
用
、
換
気
な
ど
基
本
的

対
策
を
徹
底
し
、
使
用
機
器
の

消
毒
に
も
努
め
た
。

問
　
コ
ロ
ナ
感
染
症
の
収
束
が

見
え
な
い
状
況
で
、
村
民
の
健

康
を
守
る
た
め
の
取
り
組
み
は
。

｠

村
長
　
集
団
健
診
の
未
受
診
者

に
個
別
健
診
票
を
送
付
し
て
い

る
。

　
が
ん
検
診
の
追
加
申
込
み
に

つ
い
て
、
今
後
は
時
間
外
や
休

日
も
で
き
る
よ
う
に
、
Ｗ
ｅ
ｂ

で
の
受
付
も
検
討
し
、
受
診
の

機
会
拡
充
を
図
り
た
い
。

　
住
民
に
と
っ
て
、
病
気
の
早

期
発
見
、
早
期
治
療
に
つ
な
が

る
よ
う
利
便
性
を
考
え
な
が
ら

進
め
て
い
く
。

問
　
要
精
検
者
で
、
無
症
状
の

場
合
や
、
受
診
控
え
の
ケ
ー
ス

に
ど
う
対
応
し
て
い
る
か
。

｠

村
長
　
総
合
健
診
の
結
果
、
生

活
習
慣
病
リ
ス
ク
の
高
い
方
か

ら
個
別
に
健
康
相
談
を
行
い
、

早
期
治
療
を
勧
め
て
い
る
。

　
が
ん
検
診
の
要
精
検
者
の
う

ち
未
受
診
者
に
つ
い
て
は
、
個

別
に
連
絡
し
早
め
に
受
診
に
つ

な
げ
る
よ
う
対
応
し
て
い
る
。

一般質問 村政を問う

受診のすすめに努めている
コロナ禍の検診実施状況は

健
診
等
受
診
率

問村
長感

染
防
止
対
策

問村
長

受
診
率
向
上
の
取
り
組
み

問村
長

要
精
検
者
へ
の
対
応

問村
長

赤間しづ江 議員

受診率 2019年との比較2021年受診者数種　別区　分

57.7％

33.6％

10.3％

32.0％

27.9％

24.0％

27.8％

△ 4.1 ％

△ 2.2 ％

△ 0.5 ％

△ 2.0 ％

0.9 ％

5.6 ％

2.6 ％

512人

235人

285人

739人

645人

362人

532人

国保加入者

後期高齢者

胃がん

肺がん

大腸がん

乳がん

子宮頸がん

総合健診

がん検診
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問
　
新
し
い
給
食
セ
ン
タ
ー
物
品

購
入
機
種
の
詳
細
と
、
セ
ン
タ
ー

整
備
工
事
費
の
総
額
は
。

 

答
　
調
理
機
器
や
シ
ン
ク
関
係
そ

の
他
合
計
１
８
５
基
で
あ
る
。

　
工
事
費
は
概
算
で
総
額
８
億
１

千
万
円
で
あ
り
、
財
源
は
防
衛
交

付
金
、
起
債
等
で
当
初
見
込
み
予

算
の
範
囲
内
で
あ
る
。

問
　
給
付
金
の
対
象
者
と

受
付
交
付
手
続
き
の
詳
細

は
。

 

答
　
住
民
税
非
課
税
世
帯

に
対
し
物
価
高
騰
に
よ
る

緊
急
支
援
金
と
し
て
５
万

円
交
付
す
る
も
の
で
、
約

問
　
入
札
執
行
の
状
況
や
結
果
の

公
表
は
。

 

答
　
条
件
付
き
一
般
競
争
入
札
で

２
者
の
申
し
込
み
が
あ
っ
た
が
、

１
者
が
辞
退
し
た
た
め
、
他
の
１

者
と
契
約
を
締
結
し
た
。

　
入
札
結
果
は
本
議
案
の
可
決
後

に
村
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
表
す
る
。

５
０
０
世
帯
を
見
込
ん
で

い
る
。

　
11
月
下
旬
に
通
知
書
類

を
該
当
世
帯
に
発
送
し
、

12
月
か
ら
交
付
で
き
る
よ

う
準
備
す
る
。
令
和
５
年

３
月
末
ま
で
給
付
を
完
了

し
た
い
。

◎歳入　物価高騰緊急支援給付国庫補助金 ･････ 2,623万円
◎歳出　非課税世帯緊急支援給付金 ･･･････････ 2,500万円

補正の主なもの

答 問

答 問

主

な

質

疑

新給食センター厨房設備を契約新給食センター厨房設備を契約

補正
予算

答 問

主

な

質

疑

非
課
税
世
帯
支
援
給
付
金

1億1,165万円

㈱中西製作所東北支店

取 得 価 格

契約相手方

財産
取得

令和４年10月18日

第3回臨時会

灯油も値上がり家計を圧迫

現在の給食センター厨房設備
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防水工事予定の中学校屋上

コメ作柄平年並みでも生産資材は高騰

問
　
令
和
４
年
度
防
衛
調
整
交
付
金
は

総
額
が
確
定
し
た
の
か
。
交
付
金
の
充

当
事
業
は
。

 

答
　
交
付
金
は
２
億
１
５
４
０
万
円
で

確
定
し
て
い
る
。
別
途
、
日
米
共
同
訓

練
移
転
等
交
付
金
と
し
て
２
２
７
２
万

円
が
交
付
さ
れ
、
中
学
校
屋
上
防
水
工

事
に
充
当
す
る
。

問
　
中
学
校
屋
上
防
水
工
事
内
容
と
工

事
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。

　
改
修
後
の
耐
用
年
数
は
。

 

答
　
現
在
の
校
舎
屋
上
に
防
水
シ
ー
ト

を
貼
る
も
の
で
、
面
積
は
１
４
２
３
㎡

に
な
る
。
工
事
は
積
雪
が
な
く
な
る
令

和
５
年
３
月
に
予
定
し
て
い
る
。
　

　
メ
ー
カ
ー
の
保
証
期
間
は
10
年
と
な

っ
て
い
る
。

問
　
農
家
に
対
す
る
農
業
継
続
支
援
金

の
内
容
と
対
象
者
は
。

 

答
　
米
価
の
低
迷
や
農
業
生
産
資
材
燃

料
等
の
高
騰
に
よ
る
農
家
負
担
の
軽
減

の
た
め
支
援
す
る
も
の
。

　
支
援
金
は
10
ａ
当
た
り
転
作
作
物
３

千
円
で
、
主
食
用
米
は
１
千
円
を
加
え

４
千
円
と
な
る
。

　
対
象
農
家
は
個
人
、
団
体
合
わ
せ
て

３
１
４
件
を
見
込
ん
で
い
る
。

防衛交付金２億3,812万円に確定
一般会計予算６,１６１万円増額

補正
予算

令和４年11月18日

第4回臨時会

◎歳入
新型コロナ対策地方創生交付金 ･･ 1,816万円
再編関連訓練移転等交付金 ･････ 2,272万円
基金繰入金 ･･･････････････････ 2,023万円

補正の主なもの

◎歳出
地域農業継続支援金 ･･･････････ 3,140万円
中学校校舎屋上防水工事 ･･･････ 3,026万円

主

　
な

　
質

　
疑

防
衛
調
整
交
付
金

答 問

中
学
校
校
舎
改
修
工
事

答 問

農
業
継
続
支
援
金

答 問
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人手を要するイノシシ防止柵設置作業

運行の見直しが求められている万葉バス

　常任委員会の所管事務として
継続調査した結果を、議会から
村長へ政策提言した。

村長へ
政策提言

①　空き家バンクを設置したが、情報提供が十分
でないため登録、利用は低調である。村ホーム
ページ等で情報提供をすべきである。

 
②　空き家を利活用した移住・定住を進めるため

の施策として、住宅改修補助や固定資産税の減
免等を検討されたい。

１．空き家対策
①　ワイヤメッシュ柵設置費用の増額とともに、

電気柵設置についても対象地の拡大や助成額の
増額を図るべきである。

 
②　鳥獣被害対策実施隊の負担軽減のため、捕獲

システムの有効な運用を図り、隊員確保のため
より一層の支援をすべきである。

③　捕獲イノシシの処理として、減容処理施設の
共同設置について、関係市町と協議すること。

３．イノシシ対策

①　学力向上対策として村直営の「大衡塾」を開
設しているが、今後の塾委託業務については、
評価のうえ計画すべきである。

②　小中学校の長期欠席者が全生徒に占める割合
が多い現状である。子ども一人ひとりや家庭状
況の実態に応じた支援策を図るべきである。

 
③　心のケアハウスとして「ききょうルーム」を

開設しており、長期欠席や不登校の解消に成果
が上がるよう期待したい。

４．学校教育

①　デマンド型交通は、試験運行から１年以上経
過し、利用実態も定着してきているので、本格
運行へ移行すべきである。

　　料金の利用者負担も併せて検討すべきである。
 
②　住民バスは、全路線の運行について見直し

「児童生徒の通学と一般住民の足」の確保につ
いて、車両や運行体制の充実を図るべきである。

２．新地域交通システム
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公営住宅地区

公　園

国道457号

区
域
拡
大

国
道
４
号

年齢引き上げ後の
定年年齢

60歳

令和４年度
現　行

61歳

令和５年度
　～６年度

62歳

令和７年度
　～８年度

63歳

令和９年度
　～10年度

64歳

令和11年度
　～12年度

65歳

令和13年度
　～14年度

　職員の定年が、令和５年４月から２年に１歳ずつ段階的に引き上げられ、
令和13年４月から65歳に定年が延長される。

　平成21年に定めた「五反田・亀岡地区の
地区計画」の計画区域内での未利用地につい
て、民間開発を示す事業者が現れたことから、
整備計画区域を拡大する。

※地区計画区域内の事業実績
件　　数…75件
戸 建 て…63件
アパート…　8件
公共施設…　1件
そ の 他…　3件

　人口動態を予測し、途切れ
ない定住促進を進めるため、
国道４号拡幅が進む河原・座
府地区の地区計画を策定する。

令和４年11月18日

村職員の定年年齢60歳を65歳に

五反田・亀岡地区の
地区計画変更
（整備計画区域拡大3.9ha）

河原・座府地区の地区計画を新たに策定

全員協議会
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法人からの現地説明

・2019年11月　盛り土を実施（１回目）
・2020年４月　盛り土を実施（２回目）
・2020年10月　梅の苗木９本植樹
※レタス、落花生、枝豆などを試験的に植えるが定

着せず、不作に終わる。

法人では、需要調査を行い、令和８年度を実施初
年とする第２期５か年計画を策定する予定。

試験運行がすでに１年経過し、利用実態も定
着してきたと思われ、本格運行への移行を検討
すべきである。

また、「利用の平等性」から利用者の一部経
費負担についても検討すべきである。

施設に隣接した村からの借地は、グル－プホ－
ム整備計画の用地であるが、コロナ禍の影響や社
会福祉法人の厳しい経営実態から、事業は進んで
いない。

広報紙や無線放送で呼び掛けているが、申請
及び交付実績は県よりも低く、さらなる周知が
必要である。

今後も感染拡大が懸念されることから、引き
続きワクチンの接種を推奨すべきである。

区　　分
運行日数
乗車人数
１運行日当たり平均人数
１便当たり平均人数
上り便利用者（大衡→大和）
下り便利用者（大和→大衡）
登録者

令和４年４月~10月の実績
136日（週５日運行）

928人
 6.9人
 1.2人

502人（3.7人╱運行日）
426人（3.1人╱運行日）

202人

全　　体
接種回数

495
163,302

大衡村
宮城県

接種率
8.6％
7.2％

うち高齢者
接種回数

164
30,922

接種率
9.4％
4.8％

申請受付件数
（人口割合）

交付件数
（人口割合）

大衡村

2,573件
（44.59％）

3,192件
（55.32％）

宮城県
1,362,612件
（60.07％）
1,080,678件
（47.64％）

全　国
77,797,326件
（61.78％）
61,657,397件
（48.96％）

薬草園の整備についても土質が悪く、薬草では
なく菜の花の種が蒔かれ、梅の木が植樹されてお
り、土壌の入れ替えや堆肥の施しによる土づくり
が課題となっている。

障害者福祉施設（わ・は・わ大衡）への貸付地の活用

調査年月日：令和４年11月16日

総務民生Reportレポート委員会
◎活用の取り組み状況

◎社会福祉法人の計画

◆調査結果意見

◆調査結果意見

◆調査結果意見

◆調査結果意見

デマンド型交通の利用状況（令和４年10月末現在）

マイナンバ－カ－ドの普及状況（令和４年10月末現在）

オミクロン株に対応したワクチンの接種実績（令和４年11月９日現在）
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クリエートパークキャンプ場整備計画図

学力向上をめざして

万葉おおひら館

県道

計画地

当初予定のダム入口チェーンゲート設置から、
受付所設置に計画変更

令和５年３月　受付所設置
 ４月　キャンプ場管理業務の募集
 ６月　公園条例改正
 ８月　供用開始

整備計画面積1.6ha、キャンプサイト40基
給排水設備、浄化槽
整備費　3,000万円

令和４年11月　盛土工事完了
令和５年１月　実施設計業務完了

 ５月　整備工事着手
 ６月　指定管理変更協議
 10月　供用開始

イノシシ捕獲頭数は、令和元年度から横ばい状況
である。

侵入防止柵を大森地区に設置し、関係予算を12
月補正で追加する。

①イノシシ捕獲頭数（令和４年10月末）53頭
②有害鳥獣駆除実施隊活動状況（令和４年10月末）
　実施隊員数　24名

小学５、６年生　　　6日間　53名
中学１、２、３年生　14日間　52名

開設時期を夏期、冬期休業時に変更し、クラ
スも少人数に切り替えた。

受講生の意見や成果を年度末に検証すること。

わな設置、撤去
わな見回り
止めさし
処理等
予察捕獲
その他
手当支給額合計

59人
102人
19人
4人
6人

25人

　　124日
　839回
　 48頭

　　 4日
　 　6日
　　27日

2,350,000円

③被害防止対策（令和４年10月末）
　被害防止電気柵購入補助　16件
　　　　　　　　　補助金　1,159,000円

調査年月日：令和４年11月17日

産業教育 委員会

◎牛野ダム

◎クリエートパーク

◎塾の開設状況、参加数

◆調査結果意見

◆調査結果意見

牛野ダム・クリエートパークキャンプ場整備

イノシシ対策

学力向上対策（大衡塾）
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村の教育方針が、学校の指導方針として一貫し継続されている。
少人数のため、子ども同士で「共に学び合う」授業が展開され、学力の向上につながっている。

・村だから「できる・やる」教育
・子ども一人ひとりに応じた指導
・地域づくり教育の継承

東成瀬小学校　児童80名
東成瀬中学校　生徒50名

両施設とも指定管理として委託し維持管理には多額の経費を要しており、採算性や今後の管理を考慮
すると、本村のキャンプ場整備計画は慎重に検討する必要がある。

オートキャンプサイト22基、コテージ７棟
年間維持管理費3,400万円（使用料1,000万円、村負担2,400万円）

オートキャンプサイト15基、コテージ７棟
キャンプ場入口をチェーンゲート開閉で管理している。

保育園も教育委員会に移管されており、一貫した教育
方針のもと継続されている。

小学生（１年生～６年生）142名
中学生（７年生～９年生）　78名

丸森町はイノシシ捕獲頭数が多いため、町で処理施設を設置している。
本村は頭数が少ないので焼却処分や、共同での処理施設が可能か検討を要する。

捕 獲 頭 数　1,281頭（令和３年度）
鳥獣駆除隊　　75名

処理性能：イノシシ12頭可能（２基）
施設管理：町直営
事 業 費：9,775万円

調査年月日：令和４年11月９日～11日

産業教育

◎教育基本方針

◆調査結果意見

行政視察研修報告

秋田県　東成瀬村学力向上

◆調査結果意見

山形県　鮭川村エコパーク

宮城県　七ヶ宿町きららの森

キャンプ場

◎義務教育学校　戸沢学園 ◆調査結果意見

山形県　戸沢村小中一貫校

◎対策の概要

◆調査結果意見

宮城県　丸森町イノシシ対策
◎鳥獣減容化処理施設
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射撃音が大きく地元住民の負担となっている。
日祝日、夜間の射撃をしないよう米軍に申し入れ
ること。

住宅防音工事区域を拡大するとともに、既存空調
設備の機能復旧対策を講じること。
傷害防止対策事業対象施設の維持管理、機能復旧
の推進を図ること。

特別交付金を継続するとともに、調整交付金は年
度当初に交付されるよう望む。

軍用機の事故やトラブルが発生しており、安全対
策に万全を期すこと。

王城寺原演習場での沖縄駐留米軍の移転訓練は
19回目となる。
訓練が恒常化しないよう検討すること。

【訓練時期】　令和４年11月30日~12月９日
【訓練規模】　人員：300名、車両：60両、砲数：５門

松島町議会は、報告会を全行政区を
対象とし、事前に議会と区長が念入り
な打ち合わせをしており、住民の希望
する日程や開催時間で行っていた。
また、具体的なテーマの設定で参加
者の興味を引き出し、各区長の方々に
よる積極的な呼びかけをしていて、近
隣自治体の中でも先進的であった。

広報広聴

調査年月日：令和４年11月18日

調査年月日：令和４年12月16日

王城寺原演習場
対策特別委員会

行政視察研修報告

宮城県　松島町議会議会の広聴活動について意見交換

③訓練内容

④生活環境

⑤調整交付金

②安全対策

①訓練のあり方

米軍射撃訓練
　19回目が実施される

◆調査結果意見

村から東北防衛局への要望
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私
の
将
来
の
夢
は
助
産
師
に
な

る
こ
と
で
す
。
小
さ
い
子
供
が
好

き
だ
し
、
人
の
サ
ポ
ー
ト
を
す
る

の
も
好
き
だ
か
ら
で
す
。
日
に
日

に
成
長
し
て
い
く
赤
ち
ゃ
ん
を
見

守
っ
た
り
、
子
育
て
に
困
っ
て
い

る
お
母
さ
ん
達
の
お
手
伝
い
を
し

た
り
と
、
夢
は
広
が
っ
て
い
き
ま

す
。
助
産
師
に
な
る
に
は
、
看
護

師
と
助
産
師
の
２
つ
の
資
格
が
必

要
で
す
。
こ
れ
か
ら
た
く
さ
ん
勉

強
し
て
、
頑
張
っ
て
い
き
た
い
で

す
。

　
誰
に
で
も
優
し
く
、
頼
り
に
な

る
、
笑
顔
の
絶
え
な
い
助
産
師
に

な
り
た
い
で
す
。

　
私
の
将
来
の
夢
は
、
私
の
母
の

よ
う
に
な
る
こ
と
で
す
。
そ
れ
は
、

母
が
畑
で
野
菜
を
育
て
た
り
、
父

と
楽
し
く
話
を
し
た
り
し
て
い
る

姿
を
見
て
あ
こ
が
れ
た
か
ら
で
す
。

そ
う
し
た
母
の
よ
う
に
な
る
た
め

に
は
、
計
算
と
料
理
を
し
っ
か
り

学
ぶ
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

計
算
は
家
計
を
考
え
て
生
活
す
る

た
め
、
料
理
は
毎
日
の
食
事
に
欠

か
せ
な
い
か
ら
で
す
。

　
そ
の
上
で
、
野
菜
の
育
て
方
や

楽
し
く
会
話
す
る
力
を
身
に
付
け
、

母
の
よ
う
な
優
し
い
人
を
目
指
し

て
い
き
た
い
で
す
。

輝 く村びと

議
会
だ
よ
り
は
手
に
と
り
、

見
て
い
た
だ
け
る
よ
う
編
集

作
業
に
努
め
て
お
り
ま
す
。

今
年
は
卯
年
!
住
民
の
皆

様
に
と
っ
て
何
事
も

〞

卯

〝

ま
く
い
く
１
年
に
な
り
ま
す

よ
う
祈
念
し
ま
す
。

小
川
　
ひ
ろ
み

 

成
年
年
齢
は
18
歳
に
な
り

ま
し
た
が
、
本
村
で
は
従
来

ど
お
り
20
歳
を
対
象
に
「
二

十
歳
を
祝
う
会
」
が
開
催
さ

れ
、
57
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」

の
看
板
を
掲
げ
、
犯
罪
防
止
の
願

い
を
込
め
役
場
前
交
差
点
の
花
壇

に
花
を
育
て
な
が
ら
、
保
護
司
の

補
助
役
と
し
て
活
動
し
て
い
る
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
で
す
。
主
な
活

動
は
、
矯
正
施
設
で
あ
る
少
年
院

で
誕
生
会
を
し
た
り
、
引
き
受
け

人
が
な
く
社
会
復
帰
が
出
来
な
い

人
を
収
容
す
る
更
生
保
護
施
設

「
東
華
会
」
に
お
い
て
、
米
や
野

菜
な
ど
を
持
ち
寄
り
、
餅
つ
き
大

会
を
し
て
喜
ば
れ
て
い
ま
す
。

　
刑
務
所
訪
問
や
保
護
監
察
所
長

の
講
話
を
受
け
、
心
の
栄
養
を
勉

強
し
な
が
ら
、
家
庭
に
恵
ま
れ
ず
、

暖
か
さ
や
温
も
り
を
知
ら
ず
に
育

ち
暮
ら
し
て
来
た
彼
達
に
、
少
し

で
も
和
み
癒
し
て
も
ら
え
れ
ば
と

心
か
ら
願
っ
て
い
ま
す
。

　
国
道
交
差
点
の
花
壇
は
、
道
行

く
人
に
心
が
折
れ
そ
う
に
な
っ
た

時
、
体
調
が
す
ぐ
れ
な
い
時
、
ほ

っ
と
胸
が
温
か
く
な
り
元
気
に
な

れ
ば
と
、
願
い
を
込
め
て
整
備
・

除
草
を
し
て
い
ま
す
。
私
達
と
共

に
活
動
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

編
集

　
広
報
広
聴
常
任
委
員
会

発
行
責
任
者

　
議
　
長
　
細
川
　
運
一

優
し
い
助
産
師
に

母
の
よ
う
に
な
り
た
い

花に願いを込めて

大
衡
村
更
生
保
護
女
性
会
　 佐
々
木
　玲
子
さ
ん

大
衡
村
更
生
保
護
女
性
会
　 佐
々
木
　玲
子
さ
ん

さ
　さ
　き
　
　　れ
い
　こ
　

さ
　さ
　き
　
　　れ
い
　こ
　

犯
罪
防
止
に
願
い
を
込
め
て

No.195

●

あ
と
が
き
●

表
紙
写
真

大衡中学校　２年
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